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告 示

北海道告示第３号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
牛の所有者に対し、当該牛について、牛のヨーネ病の予防のための検査を受けることを命ず
る。
平成 年１月８日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
牛のヨーネ病の発生予防のため

２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
浜 中 町 平成 年１月 日から３月 日まで

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で繁殖の用に供する肉用雌牛。ただし、生後 箇月未満のもの及び 畜

伝染病予防法に基づく牛のヨーネ病のまん延防止のための措置を講じている農場に飼養さ
れているものを除く。

４ 実 施 の 方 法
検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方法

による。
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北海道告示第４号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
馬の所有者に対し、当該馬について、馬伝染性貧血の予防のための検査を受けることを命ず
る。
平成 年１月８日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
馬伝染性貧血の発生予防のため

２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
標 茶 町 平成 年１月 日から１月 日まで

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で飼育している馬。ただし、生後 日未満のもの及び種付けの用に供

し、又は供する目的で飼育している雄馬を除く。
４ 実 施 の 方 法

検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方法

による。

北海道告示第５号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の２第１項の規定により、次の地区の換地計
画を定めた。
その関係書類は、北海道空知支庁に備え置いて、平成 年１月９日から 日間、一般の縦

覧に供する。
なお、この計画については、同条第４項において準用する同法第 条第６項の規定に基づ

き、縦覧期間満了の日の翌日から起算して 日以内に北海道知事に異議申立てをすることが
できる。
また、同法第 条の２第４項において準用する同法第 条第７項の規定による決定に不服

がある者は、同法第 条の２第４項において準用する同法第 条第 項の規定に基づき、北
海道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の
取消しの訴えを提起することができる。
平成 年１月８日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 栗山町旭大第２地区
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２ 由仁町三軒屋地区

北海道告示第６号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条の規定による保
安林の指定施業要件の変更の予定の通知に係る次の者の所在が不分明なので、同法第 条
の規定により、その通知の内容を士別市役所及び江差町役場の掲示場に掲示した。その要旨
は平成 年北海道告示第 号のとおりである。

平成 年１月８日
北海道知事 高 橋 はるみ

１ 所在が不分明な者
士別市朝日町登和里 所在の森林について所有権を有する 加 藤
士別市朝日町登和里 、 所在の森林について所有権を有する 矢 島 和 雄
掲 示 場 所 士別市役所

２ 所在が不分明な者
檜山郡江差町字泊町 所在の森林について所有権を有する 小 田 徳太郎
檜山郡江差町字泊町 所在の森林について所有権を有する 菊 地 二三夫
檜山郡江差町字泊町 所在の森林について所有権を有する 泉 谷 リ セ
檜山郡江差町字東山 所在の森林について所有権を有する 辻 平太郎、

金 丸 忠 吉、小 薮 權太郎、伊 藤 市 蔵、加 藤 吉五郎、沢 見 石太郎
掲 示 場 所 江差町役場

北海道告示第７号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条第３項の規定に
よる保安林の指定施業要件の変更の通知に係る次の者の所在が不分明なので、同法第 条
の規定により、その通知の内容を東川町役場の掲示場に掲示した。その要旨は平成 年農林
水産省告示第 号のとおりである。

平成 年１月８日
北海道知事 高 橋 はるみ

所在が不分明な者
上川郡東川町 の４、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、
の 、 の 、 の 、 の 、 の 所在の森林について所有権を有す

る 高 畑 義 三
上川郡東川町 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 所在の森林

について所有権を有する 世木澤 明

北海道告示第８号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び北海道函館土木現業所に備え置いて、告
示の日から２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年１月８日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 道路の種類 道道
２ 路 線 名 奥尻島線
３ 道路の区域

区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
奥尻郡奥尻町字湯浜国有林檜山森林管理署 前 から ――林班い小班から奥尻郡奥尻町字湯浜国 まで
有林檜山森林管理署 林班い小班まで

後 から ――まで

北海道告示第９号

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定
により、次の区域を急傾斜地崩壊危険区域に指定する。
その関係図面は、北海道建設部土木局砂防災害課及び北海道小 土木現業所に備え置いて
縦覧に供する。
平成 年１月８日

北海道知事 高 橋 はるみ
小 天神３丁目４地区急傾斜地崩壊危険区域
北海道小 市天神町 番 地先４等三角点天神町を基準点とし、次に掲げる地番の土地に

存する点１号から点 号までを順次結んだ線及び点１号と点 号を結んだ線によって囲まれ
た区域。
市 字 地 番 位 置 点番号
小 市 天神２丁目 番１ 基準点から 度 分 秒 １号

メートルの地点
同 天神３丁目 番２ 点１号から 度 分 秒 ２号

メートルの地点
同 同 番１ 点２号から 度 分 秒 ３号

メートルの地点
同 同 番１地先国有地 点３号から 度 分 秒 ４号

メートルの地点
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小 市 天神２丁目 番２地先国有地 点４号から 度 分 秒 ５号
メートルの地点

同 同 番１地先国有地 点５号から 度 分 秒 ６号
メートルの地点

同 同 番地先河川敷 点６号から 度 分 秒 ７号
メートルの地点

同 同 番４地先河川敷 点７号から 度 分 秒 ８号
メートルの地点

同 同 番１ 点８号から 度 分 秒 ９号
メートルの地点

同 同 番４ 点９号から 度 分 秒 号
メートルの地点

同 同 番４ 点 号から 度 分 秒 号
メートルの地点

同 同 番１ 点 号から 度 分 秒 号
メートルの地点

同 同 番９ 点 号から 度 分 秒 号
メートルの地点
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